
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ９月の中旬まで続いていた気温の高さ。やっと落ち着いてきた秋らしい天候に、ほっと

しているこの頃です。今年の暑い夏は、様々な日常に影響を与えているようです。学校に

おきましても、学習や活動に集中できる教室環境になりました。本校の子ども達は、休み

時間、外で遊ぶ子が多く、遊具やサッカーゴール、野球のラインは子ども達で賑わいます。

２学期が始まった頃は、「外で遊ぶのは禁止！」「体育の授業も実施しない！」など、子ど

もの安全を第一に考え、制限を加えてきました。しかし最近は、気温を気にすることなく、

思い思いにのびのびと遊ぶ子ども達の姿がグランドに広がり、嬉しい思い一杯です。 

 ２学期は、１年の中で教育活動が充実す

る学期であります。各学年様々な体験活動

が組まれていますし、授業を向上させる研

修も多くあります。昨年度、本校の西教諭

と他校の教諭２名でＳＴ（サポート・ティ

ーチャー）を組織し、先生方の授業力を高

める目的で各校を巡回指導していました。

もちろん、本校にも月に１週間程度、来て 

いただいていました。今年は、とても少ない回数ですが、今学期３回、緑丘小学校の西山

先生、明和小学校の石川先生、栄小学校の石垣先生の３名に来ていただき、先生方の授業

を見たり実際に授業をしていただいたりして、今後の授業にすぐ役立つ研修を行っていま 

す。今月は、１２日と２６日に来校し、各学年で何時間か

授業を行う様子があり、普段授業をしていない学級の子ど

も達でも、十分に子どもを引きつけ、楽しい授業を構成し

ていました。先生方の授業作りにも大変参考になったこと

と思います。ＳＴどの先生も、「森の里の子ども達と授業す

るのはとても楽しい。子ども達の反応が良いですね。」と、

感想をいただき、嬉しく思いました。 

毎日、各教室を回り授業参観をしていると、当たり前に

見えている子ども達の様子は、授業をしている教師にとっ

て、とてもやりがい感のある嬉しい姿勢なのだと改めて思

いました。森の里小の子ども達の学ぶ姿勢をもとにして、

更に深い学びへとつなげなければならないと、１０月２０

日（金）に予定されているエリア公開研究会を前に、校長

自身も考えを深めています。（エリア公開研については、次号で説明します） 
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 本校では，新学習指導要領の改訂に伴い、学期制ではなく、前後期制の２回発行してお
ります。「あゆみ」について，保護者の方が手にした頃と違い、学習した内容でＡＢＣが
ついているわけではありませんので、“わかりにくい”と感じる保護者の方も多いかと思
います。本日「あゆみ」と一緒に配布いたしました資料を参考に、子ども達の学習や生活
を振り返る機会として下さい。不明な点があれば、遠慮なく、お問い合わせ下さい。 

９／６ 森の子いけばな出前授業 

９／１２ 1年生乗り物利用学習 

９／２１ ２年生写生会 
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９／２６ ４～６年 能楽出前授業 

９／２５ ４年生写生会 
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